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以上の考察を踏まえ、終章では 3 節に分けて本研究の結論を述べた。まず第 1 節では、
赤浜の漁業者がオットセイ漁規制を仕方ないものとして捉え、オットセイ漁への願望を語
らない背景を述べた。その背景には、オットセイが獲れないことがすでにどうしようもで
きない現実となり、そのなかで漁を続けてきた経験から他の漁への愛着や自負を抱いたこ
とや、イルカ突棒漁がはらむ厄介さがオットセイ漁への願望を語りづらくしていることが
ある。ただし、オットセイの肉の味などが生き生きと語られる様子からは、オットセイへ
の哀惜も感じられた。したがって、漁規制の仕方なさが語られるからといって規制を単純
に肯定することは、仕方なさを語る背景や語りから垣間見える思いを無視することになる。 
続く第 2 節では、赤浜の漁業者が漁規制やその後の突棒漁をめぐる困難を消極的に受容
していることを指摘した。だが、漁業者による消極的受容の強調は客体的な漁業者の姿を
描くことではない。仕方ないものとして受容する漁業者の語りからは、オットセイが獲れ
ないことを惜しむ思いを見出すことができ、その意味で思いを抱く主体的な存在である。 
最後に、第 3 節においてオットセイ漁規制を含む獲ることの困難に対して漁業者が抱く
思いへ着目する重要性を述べた。漁規制後に突棒漁が直面することになった困難を漁業者
は消極的に受容し、仕方ないものとして語るものの、その語りからは漁業者のやり切れな
い思いも垣間見える。本研究が着目したオットセイ漁規制のような水産資源管理の議論は
一見合理的であるが、規制が課される漁業者の厳しい状況を鑑みる必要もある。漁業者の
思いへの着目は、漁業者の置かれた厳しい状況への配慮を生み出す一助となるであろう。 
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